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概 説

なたイ子り澄 懐中燭台三種

竹台ランプ 無孟燈 二不重

「東京 まで半 蔵 が動 いてみ る と、昔 気質 の 多吉 の家 で

はまだ行 燈 だが 、近所 ではすでにランプ を使 って
いる と

ころがあ る。 夕方 にな ると、その明 るい光 が町へ もれる。

あそこで も、 ここで も とい うふ うに。燈 火 す らこんなに

変 りつつ あ っ た。J(島 崎藤 村
『夜明 け前』 )

「その晩 の夕飯 は何 時 も よ り花 や かな気 がま∴ 上
た。

それ は申す迄 もござい ませ ん。 あの薄暗 い無書 燈 の代 り

に、今夜 は新 しいランプ の光 が輝 いて ゐるか らでござ
い

ます。兄 やわた しは食事 のあひ間 も、時 々ラ ンプ を眺 め

ました。石 7由を透 か したガラスの壺 、動 か ない焔 を守 っ

た火屋 、一 さう云 お、ものの美 しさに満 ちた珍 ′)し
いラ ン

プ を眺め ま した。 (芥 川龍 之 介
『雛 』 )

明治 時代 、燈 火 は蟷燭 ・行燈 か らランプ 、 さ らに瓦斯

燈 ・電燈 へ と急速 に発達 します。明治 に生 きた人々に と

って、ランプ の明 るさは、それ 自体 が美 で あ り、驚 きで

した。 またその明 るさは、衣 lllなど風イ谷全般 に大 きな影

響 を与えました。文 明開化 を象徴す るもっ と も身近 な存

在 、それがランプ をは じめ とす る燈 火 で した。 そ して 、

その時代 を知 らぬ者 に も、ラ ンプ ・瓦斯燈 といった言葉

は郷愁 とロマ ン を感 じさせ て くれ ます。

この展 観 で は、渋 谷 区在住 の榎 恵氏 のコ レクシ ョンを

中心 に、 ラ ンプ をは じめ とす る明治 の燈火器 各種 、お よ

び小林清 親 ・サII上澄 生 な どのランプ
。瓦斯 燈 を描 い た版

画 を陳列 い た します。

明治初期 には、江戸 の続 きとしての行燈 ・燭 台、そ し

て さらに貧 しい燈火 として、
「ひで」 と呼 ばれ る松 の根

を燃やす ひでばちな どが用 い られ ま した。 又 、旅 に出 る

には、伸 び縮 みす る懐 中燭 台 ・小 田原提燈 、収納 に便利

な枕行燈 な どの旅行 用燈 火器 が必需品 で もあ りました。

この頃 、すで に油 を用 いる燈 火器 として、田中久重 (カ

ラ ク リ儀右衛 門)が 製作 した圧搾 空気 を応用 した無蓋燈

もあ りま した。

しか し、 これ らの燈 火器 は、石油 ランプ 、そ して瓦斯

燈 ・電燈 の登場 によ り、漸次駆逐 されてい きま した。行

燈 な ど並行 して用 い られ もしま したが、石油 ランプ な ど

の明 るさの前 に消 えていったので した。

石油 ランプ も、当初 は輸 入 されていま したが、その部

品等 が国内で生産 され る様 にな ります と、 日本 の生活様

式 に適 した工夫 が施 され ます。和室 にふ さわ しい行燈 ラ

ンプ ・雪洞 ランプや竹台のランプ更 には座 居 の生活 に適

米国製 GWW型 ランプ
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した高 さに調 節 で き、 1又糸内に も便 禾Jな 箱 台 つ きの ラ ンフ
°

な どが作 られ た りしま した。 反対 に、天丼 か らぶ らさげ

る釣 ラ ンプ ιま従 来 の生 活様 式 か らは考 え られ な い燈 火 の

方法 で もあ りま した。 その―一方 で、欧米 よ りもた らされ

た美 しいガ ラ スの笠 を持 っ たラ ンプ が上 流 の人 々 の間 で

もて はや され 、 それ を模 した 日本 製 の ラ ンプ や 笠 がつ く

られ 、 日本 の近 代硝 子工 業 が興 起 す る引 金 ともな りま し

た二。

この石 油 ラ ンプ に並行 す る形 で瓦斯 燈 が用 い られ ま し

た。 明治 5年 に横 浜 ・7年 に銀 座 に瓦 斯 燈 が点 灯 され ま

したが 、工 事 が大変 な ため に その普 及 は遅 々 た る もの で

した。 軒燈 街 燈 の 多 くは、 ガ ス燈 と称 しなが ら も実 は石 l

油 ラ ンプ で あ り、 その石 油 ラ ンプ に点 燈 す る会 社 が作 ら

れ 、点 燈 夫 が 夕暮 の町 を駆 けぬ け たの で した。 この瓦斯

燈
`ま
、 明 ,台30年 代 にマ ン ト,レが実 用化 され 、 明 ,台の末 |こ

ιま一時盛 ん とな り、北 原 白秋 ・吉 井 勇 な どは その青 白 い
うた

光 の なげ か け る情 緒 を詩 に詠 い あげ ま した。 しか し、 そ

れ は電 燈 が普 及 す る までの短 い間 にす ざませ んで した。

明治 11年 、アー ク燈 の試 験 点 灯 に成功 したの を きっか

けに 、 我 が国 の電 燈 の歴 史 が女台ま りま―す。 E■l,台12■■こ、

エ ジ ツ ンが京都 の竹 の繊 維 を用 いて最初 の実 用 的 カー ボ

ン電球 を作 りま したが 、 それ が 日本 で作 られ普 及 するに

は 多 くの歳 月 が か ヽりま した。しか し、その 明 る さ も10燭

光 ぐらい (今 日の 10Wよ り少 し明 るい程 度 )で 、瓦斯 燈

とその シ ェア を争 い ま した。 この必 ず し も明 る くなか っ

た電 燈 に革 命 が お こっ たの は、明治末 の タ ン グステ ン球

の発 明 で あ り、以 後現 在 に及 ぶ電燈 の時代 とな ったの で

|卜。

本展 の陳列 を通 して 、明治 一 代 の燈 火 の変 遷 を知 る と

ともに、先 人 の す ぐれ た技 術 。工 夫 の跡 をた ど り、 また

ラ ンプ な どの もつ機 能 美 ・造形 美 にふれ て い た だ きたい

と考 え ます。

フランス製真鍮人物像台ガススタンド

国産 台ランプ ニ種

講
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09月 17日0 午後 2時 より

「
行燈 か らラ ン プ ヘ」

010月 8日 lILl 午後 2時 より

「明 治 文化 は ラ ン プ の光 よ

照明文化研究会会員

米国 Rushlight Club会員

日本風俗史学会会員

り 」 國學院大学名誉教
授

榎  恵 氏

樋 口清之氏
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(サロン ミューゼ (2階 )出品目録/作 家略歴(50音順)

伊藤隆康 《トゲの箱》1967年 アルミ 高さ66Cm
昭和 8年 (1933)兵庫県明石市に生まれる
昭和33年 (1958)東京芸術大学絵画科卒業

大久保泰 《早朝の運河 (ベニス)》1973年 油彩 F50号
明治38年 (1905)愛知県豊橋市に生まれる
昭和 3年 (1928)早稲田大学商学部卒業

大森啓助 《磯》 1966年 油彩 P60号
明治31年 (1898)兵庫県神戸市に生まれる
大正 9年 (1920)関西学院高等部卒業 川端画学校で学ぶ

ガ
晶為ζi∫孟拶:露尋芳撃り

1♀

'′
長、サリだ二ζ∬20Cm×39.5Cm

カナダ ・ドミニカンハウスオブタディズで哲学神学を学ぶ

清原啓一 《マジョリカのポピー》1982年 油彩 変形25号
昭和 2年 (1927)富 山県砺波市に生まれる
昭和27年 (1952)明 治大学卒業

児玉幸雄 《広場の朝市》1982年 油彩 P12号
大正 5年 (1916)大 阪市に生まれる
昭和14年 (1939)関 西学院大学卒業

近岡善次郎 《みちのく春彼岸》 1975年 油彩 F50号
大正 3年 (1914)山 形県新庄市に生まれる
昭和 8年 (1933)文 化学院美術部卒業

西嶋俊親 《城門》1981年 油彩 F20号
昭和 3年 (1928)東 京に生まれる 地下l階
昭和25年 (1950)東 京美術学校油画科卒業

堀内正和 《扇形a》 1957年 鉄 高さ44Cm
明治44年 (1911)京 都市に生まれる
昭和4年 (1929)東 京高等工芸学校彫刻部中退

村田勝四郎 《トルソ》1943年 ブロンズ 高さ84Cm
明治34年 (1901)大阪市に生まれる
大正14年 (1925)東京美術学校彫刻科卒業

森 芳雄 《ひじをつく婦人像》1971年 油彩 F10号
明治41年 (1908)東京に生まれる
大正15年 (1926)慶応義塾普通部修了

脇田愛二郎 《SORROW》 1974年 黒御影 高さ31Cm
昭和17年 (1942)東京に生まれる
昭和39年 (1964)武蔵野美術大学卒業

地下2階

2階

1階

主陳列室
(第 1会場 )

(

《ご案内》
O開 館時間 午前9時 ～午後 5時 (入館は4時 30分まで)

0休 館 日 第 2日 曜日及び他の週の用曜日
国民の祝日の翌日

年末年始 (12月29日～4月 3日 )

0入 館 料 個 人 団体(20人以上)

般 200円 460円

」ヽ ・中学生 100円 80円

渋 谷 区 立 松 濤 美 術 館 〒150東 京都渋谷産松濤二丁目
`播
1唱 電話 (03)4659421


